
地元の良さ、再認識
大田原に住んでいる私たちが「当たり前」
と思っていること…。それが移住してきた
人にとっては「魅力」に感じられていま
す。この通信では、そんな大田原の魅力に
ついて、毎月１回お伝えしています。

「仕事への向き合い方が変わった！」自分で決断することの大きさ

アスパラ以外の作物も検討していた小山田さん。最終的に、新規就
農者にもしっかりとしたサポートがあるアスパラを育てることに。
小山田さんー「会社員の時は、朝の起床、日曜日の夜、連休の最終
日が嫌いだったんです。休みの前の日が一番幸せ…と思っていたの
ですが、農業を始めてからそういう気持ちが全くなくなりました。
受け身ではなく、自分で決断して始めたことだから、労働時間が倍
になっても仕事が楽しいんですよね。」

「1度植えると２０年以上収穫できる
珍しい作物だということも魅力の一つ」
と小山田さん。

田原通信大
大田原市移住・定住交流サロン通信

「あな
たの当たり

前は、誰かの魅力かもしれない…」
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「楽しい！」農業の可能性「楽しい！」農業の可能性
 　　 ー アスパラ農家 ー 

      　　　    おやまだ            なおや

 小山田 尚哉　さん

ちょうど春芽と夏芽が出た頃
のアスパラの葉の様子。

人との繋がりで、自分では思ってもみなかった方向へと人生が進んでいく…そんな経験を
したことはありますか？今回は、サラリーマンからアスパラ農家へと転身した小山田さん
のお話です。農業を始めて６年目の小山田さんが「農業は天職」と話すその理由とは？！

小山田さんー「高校卒業後は車の整備士をしていて、同級
生が大学を卒業するまでに将来の方向性を決めたいと思っ
ていました。当時は農業に全く関心がなかったのですが、
会社の同僚に兼業農家の人がいて、話を聞いているうちに
面白そうだなと。それと、この世の中から食べる物がいら
なくなることは絶対にないため、常に必要とされる仕事だ
と思い、農業を始めようと決めました。」

きっかけは同僚の楽しそうな姿

小山田さんー「草取りや水管理といった、作物を育てる上で基
本的で当たり前なことは確実にやります。一方、それ以外の育
て方は、固定観念を取っ払って毎年変えます。最初は先輩のや
り方を真似していたんですけど、土質や風の入り方は場所によ
って違いますし、気温は毎年変化するので、育て方を工夫しな
いと良いアスパラに育たないと思っています。」

「守ることと変化させること」両方が大切

植え替えをしないため、収穫後の
管理が重要なのだそう。



取材した方に聞きました取材した方に聞きました

大田原温泉のサウナ

「「    　　　　　　　　      大田原」大田原」あなたの好きなあなたの好きな

週に４日通うこともあるという大のサウナ
好きの小山田さん曰く「大型テレビ、水風
呂や外気浴をする場所もあり、清潔感があ
るところがオススメです！」とのこと。

大田原温泉：大田原市中田原593-3　☎ 0287-24-2525大田原温泉：大田原市中田原593-3　☎ 0287-24-2525

人とのご縁が繋がり、地域の飲食店
などにもアスパラを納品する小山田
さん（写真左）。

お問合せ

大田原市の移住相談窓口 

大田原市移住・定住交流サロン
大田原市本町1-3-1  大田原市役所A別館2階

   Tel：0287-23-8794 
Mail : salon@ohtawara-ijyu.jp

担当課：大田原市役所 総合政策部 政策推進課

（平日 / 9：00～17：00）

やった分だけ結果につながる喜び

「面白そう！」その感覚を原点に

＃大田原暮らし
QRコードから
フォローをお願いします

男性露天風呂
男性露天風呂

男性サウナ
男性サウナ

小山田さんー「草取りなどの日々の管理は地味で大変なこと
が多いですが、手間をかけた分だけ、品質の良いアスパラに
繋がります。その結果、品評会で賞をいただいたり、農場に
直接来てくれる方や飲食店の方にアスパラを買っていただい
たりすると、農業をやって良かったなと。自分が作ったもの
が誰かに選んでもらえるって嬉しいですね。」
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『那須の高原アスパラ』というブランドがずっと続いて
いくようにしていきたいという小山田さん。
小山田さんー「今植えたアスパラを何十年も収穫できる
状態にしていきたいです。アスパラは一度植えつけると
２０年以上、収穫できると言われています。新しい技術
を身につけて、４０年、５０年と育てていけたらすごい
ですよね。また、アスパラを育てるだけではなく、イベ
ントにも出店したいです。飲食店の方にアスパラを調理
してもらって、それをお客さんに食べてもらって、アス
パラを通じていろんな繋がりができたら嬉しいなと…。
さらに、自分はお酒が好きなので『アスパラで地ビール
が作れたら面白そう！』そんな想像もしています。」

インスタグラムで

大田原　魅力　あなたも発信をの　　

大田原市移住・定住交流サロンでは
私たちスタッフが「いいな！」と
感じた大田原を発信しています。

みなさんも
　　　をつけて投稿してください！

一緒に大田原を盛り上げましょう！

　アス
パラが出荷されるまで　

丁寧に手作業で
束ねます

早朝に収穫

出荷！

太さと長さを
揃えます


